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よりよい人間関係を 育む学級をめぎして 
一学級活動におけるソーシャルスキルの 展開をとおして 一 

浦添市立神 森 小学校 北村 聴 

[ 要 約 ] 

本研究では，子どもたちの 個々の心の状態及び 学級の状態を 客観的・多面的にアンケート Q 一 U で調査を 

行い，教師の 日常的な観察と 合わせて，児童理解を 深めることかできた。 さらに，構成的グループ ェ ンカウ 

ンターやソーシャルスキルを 授業に取り入れることにより 学級のあ たたかな人間関係を 育み，人間関係の っ 

くり 方 ・保ち方を身につけられるような 授業実践に結びつけることかできた。 

  ロ ソーシャルスキルロ 構成的グループ ェ ンカウンターロアンケート Q 一 U 

Ⅰ テーマ設定の 理由 学校生活の中では 基本的な人間関係づくりの 方法 

現代社会の特徴として ，物や情報の 豊かさ・流通 としてのあ いさつ・頼み 方・仲間の入り 方・共感の 

のはやさ等の 発達があ げられる。 一方では「めんど 仕方等を身につけることか 大切であ る。 これらを 身 

う な事を避ける」「孤立」等の 人間関係の希薄さが につけることによりお 互いに認め合い ，っは かりを 

いわれている。 さらに少子化・ 核家族化等の 家庭内 感じることかできる 学 級であ りたい。 さらにその 技 

0 間題を含めると ，子どものおかれた 環境は ，人 と 能を学校生活や 日常生活の中に 積極的に活かすこと 

の 関わり方を身につける 機会が少ないといえる。 により，問題を 解決していける 生きる力を育むこと 

学校生活では ，休み時間に 楽しそうにおしゃべり につなかろであ ろう。 その方法を探り 実践に結びつ 

をしたり遊んたり ，友達同士の 仲 か 良さそうにみえ けるため， 本 テーマを設定した。 

たりしても遠慮・ 気兼ね・緊張等が ぅ かかえる場面 

もあ る。 またコミュニケーションかうまくとれず ， Ⅱ 研究の目標 

家庭に引ぎこもったり ，自分かってな 行動をしたり 児童の実態を 調べ，学級活動の 中にソーシャル ス 

する事もあ る。 さらに，学級集団かうまくまとまら キル を実施することにより ，学校生活や 家庭生活に 

ず 人間形成能力にマイナスの 作用を及ぼす 場合もあ おいて，よりよい 人間関係づくりを 実践できる児童 

る 。 発達段階に応じた 人間関係をつくっていくには ， を育てる。 

人間関係づくりの 技能 ( ソーシャルスキル ) か 必要 

であ る。 Ⅲ 研究の仮説 
人 と人との関わりは ，本来なら，子どもたちは 日 二 基本仮説 

崇生活の中で 家族や友達と 関わり合いなから 自然に 学級の実態を 把握し，人間関係づくりに 関する 方 

それを身につけていく。 ところか最近では ，少子化 法を学級活動の 中に取り入れれば ，意志の疎通がよ 

や 地域社会の共同体意識の 薄れ等で人間関係の 知識 くなり共感しあ い，学級としての 落ち着きとまとま 

や 技能を学ぶ機会が 減ってきている。 子どもたちの りかでてきて ，子どもたちの 望ましい人間関係を 育 

実態としては 自己中心的，かましかできない・ 他人 むことかできるであ ろ       

の 気持ちを察することができない・ 仲間づくりか う 

まくできない 等 か 増えていることかあ げられて ぃ 2  作業仮説 

る 。 
仮説 1  子どもに心理 検 査 ( アンケート Q 一 U) 
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を 実施し ， 子どもが内面でどのように 感じているの 

か，学級集団か 子どもの学校生活を 充実させる条件 

を満たしている 状態なのかを 理解する事により 適切 

な 指導の方向性がわかるであ ろう。 

仮説 2  ソーシャルスキルを 学級活動の中に 計画 

W  研究の構想 

的に位置づけ ，実践することにより 望ましい行動様 

式を身にっ け， 子どもたちの 人間関係づくりの 基本 

的な技能を生活の 中で生かすことができるであ ろ 

つ 。 

目 指 す 児 。 黄 橡 

  自分や他者のよ い 点を認め，尊重できる 子 

  まねりの人たちと 関わり合いながら 問題を解決できる 了， 

  

  研 究 テ 一 マ   

  

よりよ L.) 人間関係を育む 学級をめざして 

  一学級活動におけるソーシャルスキルの 展開をとおして 一 
  

  石 肝 先 日 中宗   

児童の実態を 調べ，学級活動の 中にソーシャルスキルを 展開することにより ，学 

校生活や家庭生活においてよりよい 人間関係づくりを 実践できる児童を 育てる。 

  
基 本 仮 説 
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研 究 の 成 果 と 課 題   ま と め   

V  研究の内容と 方法 

1  望ましい人間関係づくり 

(1)  学級の役割 

① 学級と教育相談 

学級担任の教師は ，学級内のすべての 児童 

が ， 何を考え，どのような 悩みをもっている 

かなどについて ，実態を的確に 把握し，好機 

を 積極的に利用してかかわりを 深めるよ う に努める 

必要があ る。 その際，教師は 様々な教育活動の 中で ， 

子どもの言動をできるた け 肯定的に受け 止めること 

が 大切であ る。 

子どもは，保護者や 教師のようないわば「身近で 

重要な意味をもっ 相手」に日常的な 場面で認められ ， 

励まされて，初めて 自分や他者に 対する信頼感を 高 

 
   2 - 



め ，心理的に安定する。 教師との間に ，このような 

信頼関係が培われてこそ ，子どもは，心を 開いて自 

分の悩みを相談するようになるのであ る。 

教師との親近感が 深まり，何でも 素直に話せるよ 

うになると，子どもに 防衛的な構えがなくなり ，口 

分の愚痴や不安定な 感情を訴え続ける 場合かあ る。 

教師は ， 子どもの気持ちを 十分に受容して ，幼児期 

日常的に授業を 始め，学校のあ らゆる場面で ， 子ど 

もが主体性を 発揮して自己実現へと 一歩でも進むこ 

とができるように ，教師か子どもと 心の関わりを 持 

ち ，「共に考える」「共に 歩む」というカウンセリ 

ングマインドの 考え ガ ，方法を生かしたい。 

また，教育相談とは ，学校におけるカウンセリン 

グ であ り，教師と子どもか 温かい人間関係を 確立し 

から青年期へ 移行する過程にあ る児童期には ，悩みが 

多いことを理解し ，気 づいていないよさなどを 見い 

だすことによって ，自分の個ャ 生に対する自覚を 高め 

援助したい。 

② 心の居場所 

不登校は，依然として 増加傾向にあ るが， 字 

校や教師が子どもたちとの 関係を一層よりよい 

ものに変える 努力を続けることによって ，減少 

させることができるに 違いない。 

その意味で教師は ， 次の点 、 に 努力していきた 

い 。 

0  どの子どもにも 存在感がもてる ，魅力あ る 

学校・学級づくりをめざすこと 

学校が楽しいと 感じられる場でなく ，自分 

の存在感をもてる 場でもなくなっていると 言 

われる。 学校・学級が 子どもにとって 充実し 

た 学習・生活の 場になるように 努力すること 

が 求められる。 

0  一人ひとりのよさを 互いに認め ， 子どもが 

意欲をもてる 教育環境をめざすこと 

最近の子どもたちは 将来に夢がなく ，自尊 

感情や自立心が 低いと言われる。 そこで， 新 

しい学力感の 理念に立って ， 子どもが意欲を 

もち，自分のよさを 発揮でき，しかも 子ども 

たちが互いのよさを 認め合う教育環境を 目 ォ目 

すことか求められる。 

(3)  教師と子どもとの 関係 

① カウンセリングマインドとリレーション 

づくり 

問題行動をおこす 子どもたけが 悩みや困 

難を抱えているのではなく ，すべての子 ど 

もがそれぞれの 問題を抱えている。 子ども 

一人ひとりの 心をよりよく 育てるために ， 
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ていく上で必要不可欠のものであ る。 子どもとの信 

頼関係を深めた 上で ， 子どもが改善を 要する場合は ， 

教師が子どもに 現実に生活していく 上での必要なき 

まりがあ ることを示し ， 子どもが自発的に 問題に向 

き合う姿勢を 育てることが 重要であ る。 

それにはまず ，教師は心を 開いて子どもと 話し合 

い ，リレーション ( 相手に対して 心が開かれていて ， 

本音で語り合える 関係づくり ) づくりを行う 必要が 

あ る。 

リレー、 ンコ ンつくりには ，教師か「自己開示」と 

「傾聴」を心がける。 

0  「自己開示」とは ，自分の考え ，感情，事実 

などを詰ることであ る。 これにより子どもは 教 

師を身近な人と 認識する。 

0  「傾聴」とは ，相手の内なる 心や状況を把握 

するつもりで 会話する姿勢であ る。 これには 受 

容 ・繰り返し・ 明確化・支援・ 質問があ る。 

・受容一非器 判 的な態度で「うん」「それで 9 」 

と 相 づちを打ちねから 聞くこと。 子どもの 自 

己 表明や問題表明が 肯定的・否定的に 関わら 

ず，真実であ ると受け止め 思いやりをもって 

聞くことで，子どもは 信頼感を強め ， 話す 気 

になる。 

  繰り返し一相手の 言ったことを 確認する気持 

ちを込めて復唱すること。 子どもの表明した 

ことを正確に 聞き真剣に接していることを 伝 

えると共に繰り 返すことで相手も 自問自答す 

る効果があ る。 

  明確化一一子どもの 言いたいことを 推察し言 

葉にすること。 子どもは，自分の 表明した 

感   清を深く的確に 理解してもらえたと 実感す 

る 。 特に表現 プ J の弱い子どもにとっては ，教 

師による援助として 効果的な働きであ り， ま 

  



た ，明確化により 子どもも自分の 考えや感情に 気づ 

くことができる。 

  支援一一一 子どもの言ったことに 賛同し理解を 示 

すこと。 子どもの考えが 暖昧 であ ったり自信がな 

かったりするとき ，「それでいい」と 指示し話し 

たい言動を強化する。 教師に子どもの 言動を肯定 

する根拠かあ れば支持する。 子どもは，支持され 

る とで，「もっと 話そう」「何でも 話そう」と 

いう気になる。 

・質問一一一 く 閉ざされた質問 ノ はい，い い えで 答 

えられる。 質問してもなかなか 答えてくれない 場 

合に有効。 く 開かれた質問 ノ は い，い いえで答え 

られない質問。 子どもたちは ，質問を通して 自分 

の 考え方を整理したり ，答えることで 問題への理 

解を深めることができる。 

② 日常的な関わり 

学校における 教育相談活用を 効果的に進める 

ためには，日常の 学校生活を通して ，児童を教 

師の信頼関係をつくる 努力を重ねておく 必要が 

あ る。 学校での児童の 行動には，保護者，地域 

住民などからなる 様々な人間関係が 複雑に影響 

し合っている。 

しかし，学校で 直接教育相談の 対象となるの 

は子どもであ り，その意味では ，子どもと教師 

の間に好ましい 人間関係を づ くることが重視さ 

れなければならない。 信頼関係は，教師の 子 ど 

もに対する日頃 の接し方や言動によってつくり 

たすもので，初めから 存在するわけではない。 

信頼関係は ， 子どもと教師との 相互の関係では 

あ るか，子どもと 教師との人間関係は 単なるⅡ 

学生活の中でのあ りのままの関係ではない。 学 

校という場における 役割関係に基づくものであ 

り ，その意味で ，信頼関係をつくる 責任は，指 

導の専門家としての 教師の方にあ る。 

0  子どもの心や 気持ちを優先する。 

0  子どもを有るかままに 肯定的にみる。 

0  子どもの個性と 自発性を尊重する。 

0  自分白身の心を 開き，素直な 態度で児童に 

接する。 

0  子ども一人ひとりに 積極的な関心を 示す。 

子どもは，公平な 態度で具体的に 関わってくれる 教 

師をみることによって 信頼関係を深め ，自然のうち 

に好ましい人間関係が 育まれていく。 

② 教師と家庭との 連携 

家庭は，人間か 社会生活を営む 基盤であ り， 

社会生活におけるもっとも 身近な集団であ る。 

したかって，一人ひとりの 保護者か ， 子どもの 

教育においても 家庭の果たす 役割は極めて 大き 

いことを l- 分に自覚し ， 望ましい家庭生活かで 

きるよ う に努力することが 求められる。 

学 校での教育相談の 効果を上げるためには ， 

子どもの生い 立ち，家庭環境，保護者の 教育観， 

生活態度などを 知ることが必要であ る。 保護者 

との連携を図るためには ， 

0  学校が保護者にとって 開かれた場になり   

随時参観できるように 配慮する。 

0  平素から，「学級通信」「学校たより」な 

どをとおして 学校の実情を 理解してもらうと 

ともに，保護者の 要望や意見を 聞く方法を検 

記 しておく。 

0  家庭教育の在り 方について積極的に 保護者 

との話し合いを 深めておく。 

教師と家庭との 連携において ，保護者は ， 

子どもをよりよく 伸ばすための 協力者であ 

り，教師と対等の 関係にあ る。 しかし，保護 

者 か 問題を抱えている 場合は，相談を 必要と 

している状態と 考えあ たたかく対応する。 

2  子ども理解について 

(1)  心の実態把握 

① 教師の @1 常 観察 ( 主観 ) 

日常の行動の 観察は基本的に 自然的 観 

察 であ り，次の方法で 行かれている。 ① 

観察日誌 法 : 特定あ るいは学級のすべて 

のこどもの簾や 欄を設けて気づいたとき 

に記入する。 記入の多少により 教師の臼 

己 点検にもなる。 ②参加観察 法 : 教師が 

子どもと同じ 活動に参加しなから 観察を 

行 う 。 ③ 日き 間見本法 : 一定の時間間隔を 

決め，その期間に 起こる行動を 記録する。 

④場面見本法 : あ る行動か出現する い ろ 
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いろは場面から ，いくつかの 場面を見本として 設定 

し，その結果を 生活場面に広げる 方法。 ⑤行動描写 

法 : 時間の流れと 場面に応じて ，すべての行動の 出 

現を順に記録する。 ⑥チェックリスト 法 : 観察の対 

象となる行動項目を 前もってあ げておき，行動の 出 

現をチェッ タ する。 ⑦評定尺度 法 : あ らかじめ段階 

や 得点の尺度を 用意しておき ，尺度に位置づけて 評 

定する。 

観察は，指導の 手がかりを得るためであ るから， 

条件・行動・ 対応という機能的関連から 分析するこ 

とが望ましい。 

② 一対一による 面接 

教師による面接は ，相談室・教室・ 職員室， 

廊下・校庭等の 場所や登校してから 帰宅した 

後までの時間等さまざまな 方法 か 考えられる。 

面接法の中心は ，相手の話に 耳を傾ける，す 

な れ ち 「聴く」ことであ る。 教師は ， 何よりも 

まず子どもの 話を「聴く」姿勢を 身につける必 

要があ る。 忙しい時であ っても，子どもの 話に 

は，短時間でもいいから 耳を傾けたい。 そこで 

は ，相手の言葉のみならず ，その言葉の 背後に 

流れている感情を ，さらには相手の 存在自体を ， 

私たちの 体 全体で「聴く」のでなければならな 

い 。 そこには，「聞く」 た けにとどまらず ，「感 

じる」という 要素も多分に 含まれる。 

(2)  客観的理解の 意義 

① 心理テストとは 

心理テストは ， 質 間や課題を用いて 子ど 

もを構成的に 観察し，その 個人差の測定を 

めざす，心理教育的アセスメントであ る。 

実施上の留意点としては ， 

0  実施者は ， 子どもとの間に 信頼関係 ( ラ 

ボート ) をつくる。 

0  心理テスト場面での 子どもの行動をよ 

く 観察する。 

0  結果を魔法の 数値として扱わない。 

O  ,L 、 ま里 テストの結果を 子どもや保護者に 

伝える時は，内容を 慎重に検討し ，てい 

ねいな説明を 加える。 

0  守秘義務を行い ， 子どもの援助に 必要 

  

に 応、 じて活用する。 

子ども理解と 援助の実践について 意志決定するの 

は，人間であ る。 心理テストは 意志決定の材料を 作 

成する道具にすぎない。 心理テストは 適切に賢く活 

円 されるべきであ る。 

② 「アンケート Q 一 U 」 ( 数冊 式 図書文化 ) 

ほ ついて 

教師か日常の 教育実践の中で 行 う 子ども理解 

は，日常観察や 言葉かけ等の 面接 法か 主になる。 

しかし，それだけではどうしても 目の届かな 

い領域ができてしまう。 子ども理解の 限界を補 

い ，個 々の心の状態および 学級の状態を 理解す 

るため以下のような 客観的で多面的な 資料を得 

るために実施した。 

0  児童一人ひとりの 内面を理解する。 

0  児童のタイプによる 具体的な対応の 方法を 

知る。 

0  いろいろなタイプの 児童の分布状態から ， 

その学級集団の 状態を理解する。 

0  学級集団の状態から ，今後の字 級 経営の指 

針 となるモデルを 得る。 

0  けじめ被害を 受けている可能性のあ る子ど 

もを発見し，適切に 対応する。 

0  不登校にいたる 可能性か強い 子どもを見い 

たし，支援する。 

(3)  「アンケート Q 一 U 」の結果と活用方法 

① 結果の分析方法 

児童の特徴を 理解するには ，友達関係   

学習意欲・学級の 雰囲気をどう 感じている 

かを「学校生活意欲」の 表に全員の分布か 

表される。 さらに，一人ひとりの「学校 生 

活 意欲プロフィール」がどのようなかたち 

になっているか 視覚的に特徴をつかむこと 

かできる。 

② 学級での活用方法 

宇 校 生活意欲とは ， 学 校・学級の集団生 

活ないし諸活動に 対する帰属感や 満足感な 

どを要因とする 子どもの心理状態をい う 。 

学校生活意欲尺度を 用いて子どもを 理解す 

るには，学校生活意欲 か 高 いか 低いか， 友 

  



連関係・学習意欲・ 学級の雰囲気のバランスはどう 

かという視点が 重要になる。 意欲得点の高い 子ども 

たちの共通項や 低い子どもの 共通項を検討すること 

で 教師の学級経営の 方向性が自己分析できる。 配慮 

を要する子どもに 対応する前に ，授業展開の 仕方・ 

子どもとのかかねり 方を検討し，対応を 修正して ぃ 

くことで変容を 図っていきたい。 

3  ソーシャルスキルと 構成的グループ ェ ンカウ 

ンター 

(1)  ソーシャルスキルとは 

① ソーシャルスキルの 視点、 

「ソーシャル」は ，「対人的なこと」 

あ るいは，「人間関係に 関すること」 

を 意味し ， 「スキル」は ，知識や経験 

に 裏 打ちされた技術，技能を 意味する。 

したかってソーシャルスキルを 文字 ど 

おりに解せば ，「人間関係に 関する技 

能」のことであ る。 

ソーシャルスキルを 発揮するには ， 

0  その場の状況や 相手の状態を 的確 

に読み取り，判断する。 

0  その対人状況の 中で何をめざすべ 

きか対人目標を 決定する。 

0  対人目標の達成のためには ，いか 

に反応すべきか 対人反応を決定す 

る 。 

0  対人反応を的確に 実行するために 

感情をコントロールする。 

0  自分の思考や 感情を言語行動 ( 言 

葉 ), 非言語行動 ( 手振り・身振り 

など ) を用いて相手に 伝える。 

これらの過程には ，人間関係に 関 

するルールや 過去経験などの 認知的 

機能 か 作用していると 考えられて ぃ 

る 。 

② ソーシャルスキルの 意義 

ソーシャルスキルを 獲得していな 

い子どもは，ほかの 子どもたちとの 

コミュニケーションがうまくとれな 

い。 相手に十分に 意志を伝えられな 

かったり，相手からの 働きかけに応えられなかった 

りして，心を 閉ざしてしまう。 その結果，学級内の 

中で無視されたり ，拒否されたりして 孤立してしま 

う 。 これが，級友との 協調的な行動や 応答的なやり 

取りの仕方を 字 ぶ 機会をさらに 奪ってしまい ，無視 

や拒否に拍車がかかり ，学級での不適応感が 強まる。 

このようなことから ，ソーシャルスキルの 不足は ， 

「いじめ」や 不登校，さらには 学業成績などとも 関 

連していると 指摘されている。 また，横断的な 追跡 

調査によれば ，子どものころソーシャルスキルが 不 

足していた人は 非行に走ったり ，成人してからの 不 

適応 ( 職場での不適応，家庭内のトラブルなど ) や 

精神面の問題の 出現頻度か高いという。 

子どもたちにソーシャルスキルを 教えれば，現在 

の適応状態を 改善することかできる。 特別に問題を 

抱えていない 子どもたちにとっても ，お互いの意志 

を的確に伝え 合い，自分の 特徴に気づき ，相手の個 

性を認めることかできるようになる。 

また，将来の 問題に対して ，予防的な効果を 発揮 

する。 発達的に早 い 段階から，人間関係に 関する 知 

識や他者に対する 反応の仕方を 学んでおけ ぼ，子ど 

もたちか今後出会うさまざまな 対人的葛藤やストレ 

スに 対して，適切に 対処できる可能性が 増すことに 

なる。 

③ 構成的グループ ェ ンカウンターとは 

構成的グループ ェ ンカウンターとは ，「各種 

の課題 ( エクササイズ ) を遂行しながら ，心と 

心のふれあ いを深め，自己成長をはかろうとす 

る グループ体験のこと」 ぴ カウンセリング 辞 

典』誠信書房 ) であ る。 また，「集団学習体験 

をとおして，行動の 変容と人間的な 自己成長を 

ねらったもの」 ( 片野智治， 1 9 9 6) でもあ 

る。 この構成的グルーブエンカウンタ 一のねら 

いは，心とこころのふれあ いであ り，自己発見 

することであ る。 

具体的には， リーダー ( 教師 ) が用意した プ 

ログラムで作業や 討議をする方法で 心とこころ 

のふれあ いをすることであ る。 リーダーは，グ 

ループサイズやバループメンバーや 実施時間な 

どを状況に応じて 構成する。 そして，メンバー 
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( 子ども ) に用意した課題 ( エクササイズ ) を与え， 

課題遂行をとおして 感じたこと， 気 づいたこと，学 

んだことを分かち 合い ( シェアリング ) ながら， 自 

己 開示する。 この自己開示によって ，自己発見が 促 

進されるのであ る。 

W  研究の実際 

Ⅰ 題材 名 

「ソーシャルスキルを 取り入れた人間関係の 育 

成」   
人は，経験を 通して，人付き 合いのコ ソ を覚え 

ていくものであ る。 「社会性」とは 自分と他者と 

の 関係を取り結ぶ 行動であ り，経験を通して 獲得 

し 変化しうるものであ る。 しかし，最近ではプラ 

イベートを重要視し ， お互いが関わりを 避ける傾 

向にあ る。 社会性を育てる 場を地域や家庭だけに 

求めるのは，限界があ る。 

そこで，ソーシャルスキルのロールプレ イ を学 

級活動の中に 取り入れ，児童相互のよ い 人間関係 

をつくり社会生活をおくる 上で基礎となる 力を育 

てたい。 

3  指導目標 

家庭環境や性格の 違うさまざまな 子どもたちの 

集まる 学 級の中で，ソーシャルスキルを 体験させ 

ることにより ，自己理解・ 他者理解を通して ， 関 

係 づくりを効果的に 行う技能を身につけさせた 

い。 

4  児童について 

① 活動計画 

Ⅰ
 
上
 

2
 

 
 

時
 

活 動 内 容 

く 構成的グループ ェ ンカウンターノ 

エ クササイズ ( じゃんけん列車 ) 

 
  

 

レ
 

)
 
Ⅰ
 ノ
 
 
 

つ
 

さ
 

ノ
い
 

ル
あ
 

キ
 
（
 

ス
イ
 

ル
レ
 

ャ
プ
 

シ
ル
 

一
一
 

ソ
ロ
 

く
 

心理検査 (Q 一 U アンケート集計表「学級満足 

度・学校生活意欲のまとめ」 5 月中旬実施 ) をみ 

てみると，学級生活満足 群 ( 学 校生活を意欲的に 

送っている児童 ) が 4 2% ( 全国 3 7%) . 侵害 

行為認知 群 ( 他の児童とのトラブルがあ る可能性 

が高い児童 ) 8% ( 全国 1 7%) , 学級生活不満 

足群 ( 非常に不安傾向が 強い児童 ) 4% 0 全国 2 

5%) となっており ，学級全体で 協力して一つの 

ことをやり遂げようとする 意欲が弱かったりする 

傾向がみられる。 

学 校生活意欲プロフィールをみると ，「友達関 

係 」「学習意欲」「学級の 雰囲気」いずれも 全国 

平均値を上回り ，バランスのとれた 学級といえる。 

また，「いい 人たな，すごいな。 」と 思う 友達が 

かる。 「できなかったことができるとうれしい」 

などの項目で 素直な子どもらしい 回答がみられ 

た   

以上のことから ，楽しい雰囲気の 中で自分の個 

性を表現でき ，人間関係を 深めることができる 構 

成約グループ ェ ンカウンターやソーシャルスキル 

を学級活動の 中に取り入れていきたい。 さらに， 

個別の児童に 着目してみると ，学級生活不満足 群 

に 属し学級内で 孤立し友人からのサポートが 得ら 

れていないと 感じて L.) る 児童やみ し ねから認めら 

れていないと 感じて、 ・ ) る 児童への個別の 教育相談 

や経過観察が 必要と考える。 

5  検証指導の実際 

目 標 と す る 社 会 性 

いろいろな友達と 集団で遊ぶ楽しさを 味わい，新し 

い環境の変化へのとまどいを 和らげる。 学級の中で ， 

友達や教師とのリレーションを 深める。 みんなで遊ぶ 

ことを通して ，楽しい手紋イメージをもつ。 

あ いさつは良好な 人間関係をつくるための 始めの一 

歩であ る。 あ いさつの仕方を 身につけ，いいあ いさつ 

を体験することで ，心地よさを 味わい，進んであ いさ 

っ ができるようにする。 ①だれにでもあ いさつできる。 
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②
 

②相手の日を 見て言う。 ③元気な声で 言う。 ④はっき 

りと言う。 

く 構成的クループ ェ ンカウンターノ 協同作業を通して ，全体と個との 関わりを矢口 る 。 個 

エ クササイズ ( 力 モン ) を 生かすための 協同責任を理解する。 クループでの 協， 

3 力 をしなから楽しく 遊ぶことによって 交友関係を広め 

る 。 ルールを守ることの 大切さを知る。 

く ソーシャルスキル ノ 気持ちのよいあ いさつは人と 人の心を結びつける。 

ロールプレイ 気持ちのよい「あ りかとう」のあ いさつの仕方を 学ぶ 

( あ りがとう ) ことによって ，相手にも自分にも   快 い気持ちか起こる 

4 ことを体験し ，あ いさつの大切さに 気づかせる。 ① 相 

手に体を向ける。 ②聞こえるように 言う。 ③相手の顔 

を見る。 ④笑顔で言う。 

く ソーシャルスキル ノ 相 干の気持ちや 立場を尊弔しなからお 願いをする 方 

ロールプレイ 法を身につける。 頼み 力か 上手になり，聞き 入れても 

5  a ぼくの私のお 願い ) らぅ ことのあ りかたさかわかる。 ①頼み事の理由を 述 

べる。 ② 只体 的な要求を述べる。 ③頼みを聞き 入れて 

もらったときの 結果を述べる。 

く ソーシャルスキル ノ あ たたかい言葉かけは 人間関係も温かくする。 あ た 

ロールプレ イ たかり言葉とは 何かを知り，あ たたかい言葉をかけ ち 

( あ たたか い 言葉シャ ヮ 一 ) れる体験をとおしてそのよさを 味わう。 ①相手に近づ 

Ⅹ 公開検証授業 く 。 ②相手をきちんと 見る。 ③聞こえる声で 言う。 ④ 

6 笑顔で言 う 。 ⑤あ たたかい白票 か 「相手の様子牛 感サき 

語 」から成ることかわか ろ 。 

く ソーシャルスキル ノ 不出な要求に 対しては，自分を 守ることが 第，に必 

ロールプレ イ ( 勇気 ) 要 であ る。 ここでは，勇気を 振り絞って確実に 拒否す 

る ガ法を学び実際に 体験してみる。 ①小目手を見る。 ② 

7 落ち着くための 自己会話かできる。 ③勇気をためる 白 

己 会話かできる。 ④「 00 なことはできない。 いや た Ⅱ 

とロ にだして 苫う 。 

指導の展開 

第 1 時 く構 成 約 グル 一 フェンカウンターノ 「 じゃんけん列車」 

場 面 教師の指示・ 発問と児童の 反応・行動 留 ， 点 点、 ウォーミン 0 先生とじゃんけんを し ま し よ 勝った人はそのまま 負けた 0 楽しい雰囲気を 作 
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グアップ   人 とあ いこの人は座りましょう。 

六大きな声でゲームが 始まる。 

0 最後まで残った       くんに拍手をしましょ       

エ クサ サイ 0 じ やんけん列車をします。 音楽をかけますので 自由に歩いて 

ヌ   ( 1) - ド さい。 音楽か止まったときに 向かい合った 人とじやんけん 

なして下さい。 負けた人は勝った 人の後ろにまねり 前の人の 

肩をつかんで 列車をつくります。 

昔 大きな声でゲーム か 始まる。 

0 大きな列車ができました。 拍手をしましょ う 

六大きな拍手。 

0 それでは前の 人の背中を軽くたたいてあ げま し よ つ 。 トント 

ントン。 今度は後ろ向きでトントントン。 今度はさすって あ 

げましょう。 スルーリスルーリ。 最後は大きな 声で手をはな 

します。 「 1 , 2 の 3 」。 

六大きな声で 声をそろえて 解散する。 

エ タ ササィ 0 次のじゃんけん 列車はとてもお 行儀の いい 列車です。 出会っ 

ズ (2) たときは「こんにちは」をして 握手をしてからじゃんけんを 

します。 エ タ サ サイズ ( 1 ) と同じ。 

0 円にしてから。 右の人の背中をこすってこずって ，左側の人 

の 背中をこすってこすって ，右側の人をこちょこちょくすぐ 

って，左側の 人もくすぐって ， 終わり。 

0 静かに座らせる。 

、 ンエ アリン 0 今 どんな気持ちですか。 となりのお友達と 話してみて下さい。 

グ 0 今度は，おしなの 前で発表してみましょ う 

まとめ 0 柴 しそうに遊んでくれて ，先生もうれしくなりました。 

く 考 察 ノ 

学級での初めての 構成的なグループ ェ ンカウンターということもあ り， 子 

いる様子も見られた。   慣れるにしたかって 動きも活発になってきた。 最後は 

隣 同士で気持ちよさそうに ，「かたたき」を 行った。 

シェアリングでは ，自分の気持ちをたくさんの 子どもたちか 発表すること 

く 授業後の感想 ノ 

昔今日，負けたり 勝ったりしました。 勝ったときは ，とてもうれしかった け 

もくやしかったです。 でも，前の人 か 勝ったときは。 とてもうれしかった 

奏 みんなと一緒に 楽しくできてよかったです。 もっとやりたいです。 負けたり 

女 かたをトントンされて 気持ちよかった。 

る 。 

0 勝ち負けは，関係 

な い ことを確認す 

る。 

0 一人でいる子には 

声をかけてじやん 

けんできるように 

していく。 

0 後ろに負けた 子が 

つながってから 始 

める。 

  

0 たくさんの子ども 

に発表させ慣れさ 

せる。 

0 楽しさを全体のも 

のとして確認する。 

ビ もたちはとまどって 

一本の列 中 なっくり 

かできた。 

ビ 負けたときは ，とて 

です。 

勝ったり楽しかった。 

  

第 2 時 く ソーシャルスキル ノ 「笑顔であ いさつ」 
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リハーサル 

教師の指示と 児童の反応・ 行動 0 最初にじゃんけんゲームをしまし よ   

先生とじやんけんをして 負けた人とあ いこの人は座ってくだ 

さい。 声をそろえて 大きな声でかけ 声をかけましょう。 

六元気よく楽しくじやんけんゲームをする。 

0 一日を楽しく 過ごすための ，方法を知っていますか。 

夫 あ いさつをする。 友達と遊ぶ。 

0 どんなあ いさつの仕方がいいのか 学習しましょう。 

六元気よくする。 相手を見てあ いさつする。 

0 では，ちょっとやってみましょう。 「おはようございます。 」 

( 元気にはっきりと )  「おはようございます。 」 ( 元気なく。 ) 

0 どちらの方がよかったですか。 

六元気な方。 はっきり言った 方がよかった。 

0 それでは隣の 人とやってみましょう。 「元気」「はっきり」に 

気をつけていいましょう。 「 00 さん」と声をかけてからあ 

いさつをしましょう。 

夫 練習する。 

O00 さんと 00 さんにやってもらいましょう。 よく聞いてく 

ださい。 

百 数人がかんなの 前でやってみせる。 

0 ( 拍手 ) どんなところがよかったですか。 ①相手を見ていた。 

②はっきり言っていた。 ③心がこもっていた。 ④声の人きさ 

がちょうどいい。 ( 板書 ) 

0 これらのことに 気をつけて，「気持ちのいいあ いさつ」を   

してみましょう。 

0 気持ちのいいあ いさつで教室がいっぱいになりました。 先生 

はとてもいい 気持ちになってきました。 みなさんはどうです 

か   

0 ではここで全員でやってみましょう。 手をつないで 輪をつく 

ってくたさい。 

0 先生が隣の人にあ いさつをしたら ，あ いさつされた 人は先生 

た あ いさつを返したあ と，反対の人にあ いさつを返してくだ 

さい。 順にあ いさつが 伝 ねって，ひとまねりしてきます。 「 0 

0 君おはよう。 」 

昔 「 00 さんおはよ う Ⅱ       

0 とてもよくできました。 さて，かんなは「気持ちのよいあ い 

留 意 点 

0 楽しい雰囲気をつ 

くり， リラツクス 

させる。 

0 協力する．意識を 持 

たせる。 

せ
 

た
 

キ
寺
 

を
 

意
識
 

題
 

 
 

習
 

練
 の

 

抜
 
く
 

演
お
 

は
て
 

師
し
 

教
を
 

O
 

0 上手にできている 

子を見つけておく   

0 カードを準備して 

おく。 

0 楽しい雰囲気をつ 

くる。 
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さっ 」のことをおぼえていたかな。 もう一度思い 出してく た 0 もう一度確かめを 

さい。 して，あ いさつを 

0 今度は， 逆 回りでやってみましょう。 「 00 さんこんにちはⅡ させる。 

0 今度は，もっと 流れるようにできるかな。 よ おく見ていてね。 

「 00 君 おはよ う 」 

「 00 さんおはよ つ 」 左右同時にスタートさせる。 

昔 スムーズにあ れ さっ をする。 

フィードバ 0 あ いさつか教室いっぱいになって ，どんな気持ちですか。 0 感想を出し合う。 

、 ソク 0 一日気持ちよくすこせるあ いさつを学校やお 家でもどんどん 

広げましょ       

く 考 察 ノ 

ソーシャルスキルの 一時間目， 人 と人とを結ぶ 役割を果たす ，あ いさつを取り 入れた。 特に導入 

部分では，あ いさつの大切さを 理解させることに 努めた。 モデリンバでは ，子どもたちが 積極的に 

かんなの前で 演じていた。 はずかしそうにあ いさつをしている 子には，四つのポイントを 確かめさ 

せ ，「笑顔」を 忘れないよう 支援した。 

く 授業後の感想 ノ 

百 あ いさつは，あ たりまえだと 居 、 ってやっていたけど ，でも「えがお」をわすれていました。 

昔 あ いさつがどんなに 重要かわかりました。 どんな人ともあ れ さっ を 交 ねし明るい一日にしていき 

たいです。 あ いさつのポイント 四つをしっかりできてきちんとあ いさつをしたいです。 

昔 あ いさつは，したりされたりするときもちよかった。 

女人にあ れさつされるととってもきもちい れ 。 これからいっぱいあ いさつするぞ。 あ いさつだいじ。 

場 面 

ウオーミン 

グアップ 

エ クササイ 

ズ (1) 

第 3 時 く 構成的グループ ェ ンカウンターノ 「 力 モン」 

教師の指示と 児童の反応行動 

0 この前のソーシャルスキル「笑顔であ いさつ」のあ と，たれ 

とでもあ いさつができるよ う になったという 人が増えました。 

先生は，とてもうれしくなりました。 

0 今 lK は ， 2 つの構成的グルーブ ェ ンカウンターを 行います。 

0  「神様ですか 9 」をまず行います。 目を閉じてゆっくりと 歩 

き ， 触れた人に「神様ですか ? 」と尋ねても 何も答えてくれ 

ないことから 神様との出会いがねかります。 

0 神様をみつけたら 手を っ なぎ仲間になります。 

昔 仲間を増やし ，輪を作る。 

0 人の輪ができたので ，「笑顔であ いさつ」を回しましょう。 

握手を入れてみます。 

昔 「 00 さんよろしくおねがいします。 」 

0 それでは，考えたこと・ 居 、 っ たこと・感じたことを 発表して 

留 意 点 

0 教師の自己開示を 

ノー サ T つ つ 

0 説明をわかりやす 

く，簡潔に行う。 

0 前回の四つのポイ 

ントを居、 い 出させ 

る。 

0 シェアリングを 行 
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みましょう。 い 感想を共有する。 

0 あ んなの心の中かあ たたかくなってよかったね。 

エ タ ササィ 0 今度は ， 4 つのチームに 分かれます。 その中からじゃんけん 

ズ (2) の 一番強 い 人を王様とします。 

0 王様を先頭に 一列に並 ぴ ます。 集まったら座りましょ       

0 王様は， 前 (3 メートル ) にでて並びます。 先頭の人は， 相 0 説明をしっかりと 

手の王様のところに 来て じ やんけんをします。 勝ったら王様 ， イ了 一 > ニフ 。 

の後ろをまねり ，列の一番後ろに 並 び ます。 

0 負けた人は，その 場で「 力 モン」と言ってチームの 人を呼ん 

でください。 負けた人を先頭に ，王様の後ろを 回り元に戻り 

ます。 元に戻ったら 負けた人はもう 一度じゃんけんに 挑戦し 

ます。 勝てるまで何回でも 挑戦します。 

0 それでは，ちょっと 練習してみましょう。 0 てきるたけ具体的 

0 それでは，いよいよ 本番です。 準備はいいですか。 第一回戦。 に例示を示すよ う 

用意。 始め。 にする。 

六一斉に走り 始め，ゲームを 展開する。 

0 結果を発表します。 一位 00 クループ 0 王様たった子も 参 

一 ー ， Ⅰ エ せ       グループ       加 できるようにす 

0 王様を変えて ，二回戦をやってみましょ       る 。 

、 ンエ アリン 0 このゲームの 楽しかったこと ，つらかったことを 話し合いま 0 グループと自分と 

グ しょう。 の 関わり合いを 振 

昔 負けて相手の 王様の後ろを 回って戻ってくるのは ，大変たっ り 返らせる。 

た Ⅰ。 

六勝って味方に タ ソチするのはうれしかった。 

く 考 察 ノ 

教師の説明に 時間かかかりすぎて ，実際の活動の 時間か少なくなった。 聞く態度か悪いときは ， 

その場ですぐに 注意する必要かあ る。 一回目に比べて 積極的に参加する 姿 か 見られた。 クルーブ 作 

りの時に，孤立 児 をさそう場面かあ った。 

く 授業後の感想 ノ 

百 さいしょ カ モ ノ をした時は一位たったけど 次にやったらさいかいになってくやしかったです。 

女神様ですかは ，目をつぶっているときはどこかにあ たりそうで， こぬ かったけどさいこにあ んな 

  

で 手を っ な い だときは，安心しました。 
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クション 「あ りかと う 」とすぐに言えなかったことはあ りませんか。 

それはどんなときですか。 

昔 いそいでいたから。 なんとなく。 0 気持ちについて 深 

0 そのとき，どうしましたか。 どんな気持ちになりましたが。 入りしない。 

昔今度お礼を 言おうと思ったけど ，とうとう言えなかった。 

夫 悪かったな。 さびしい気持ちになった。 

0 「ことばのおくりもの」を 読んで，人物の 気持ちを考えまし 0 人物の気持ちを 考 

よつ 。 えさせる。 

「手伝ってあ げると言われたとき ，どんな気持ちになりまし 

たか。 

昔 うれしかった。 助かった。 

0 手伝ってくれる 様子を見て，どんな 気持ちになりましたか。 

奏 「あ りがと う 」としっかり 言わないといけない。 悪かったな。 

本当に助かった。 

0 助けてもらえなかったら ，荷物はきっと 運 べ なかったでしょ 

ぅ ね。 

0 最後まで運んでくれた 後に実際はなんと 言ったでしょ う 

六助けてくれてあ りがとう。 助けてくれなかったら 運べなかっ 0 体を使っている 子 

たよ。 あ りがとう。 を 紹介してあ げる。 

モデリンバ 0 では，実際になりきって 言い合ってみましょう。 

昔 交互に「 00 してくれて，助かったよあ りかと う 」 

0 上手にできましたね。 では，どのように 言ったら感謝の 気持 

ちが伝わるでしょうか。 心を込めることが い ちばん大切です 

が， 体はどのように 使ったらいいでしょうか。 

女相手に体を 向ける。 0 四つの動作を 掲示 

女相手に聞こえるように。 する。 

女相手の顔を 見る。 

昔 笑顔で言 う 。 

リハーサル 0 このようにすると 相手に気持ちか 伝わりやすいですね。 確か 0 台本がっくれるよ 

めながら，も う 一度言い合ってみましょう。 う に支援する。 

0 交互に「 00 してくれて，助かったよあ りかと つ」 0 体を使っている 子 

0 「あ りがとう」と 心を込めて，言ったり 言われたりしたとき をあ んなに紹介す 

は ，どんな気持ちたった。 る 。 

六手伝ってよかった。 すっきりした。 うれしかった。 いい気持 

ちになった。 

フィードバ 0 感謝の気持ちは ，心に思ったたけでは 相手に伝わりません。 0 四つの動作の ポイ 

、 ソク 土手・に言葉や 休を使うことか 大切です。 お家や学校でもどん ント を振り返る。 

どん使いましょう。 

く 考 察 ノ 
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教師が読み物を 読むときは，集中して 聞いてくれた。 自分だったらこの 場面でどういうことがで 

きるたろう。 どういうことが 言えるだろう。 自分に置き換えて 考えることができていた。 普段何気 

なく使っている 言葉や態度を 意識し行動に 表すことができていた。 

く 授業後の感想 ノ 

女言葉がどんなに 大切かわかりました。 言葉のおくり 物は ， 言うときはスッキリするし 言われたと 

きは気持ちがいいので ，よい勉強になったと 思います。 これからも言葉のおくり 物の勉強のこと 

をね すれずに っ づけていきたいです。 

昔 あ りがとうと言われたとき ，とてもきもちがよかった。 

場 面 

インストラ 

クション 

モデリンバ   

リハーサル 

 
 

 
 

@
  

 ィ
ク
 

フ
ッ
 

第 5 時 く ソーシャルスキル ノ ぼくの私のお 願い 

  

教師の指示と 児童の活動 
  

0 人は助けたり ，助けられたりしながら 生きています。 一人だ 

けで生きていけるはずがあ りません。 このクラスのみんなも 

だれかに助けられて 生活しています。 

0 助けてもらうには「頼み 方」が大切です。 

0 ワークシートを 見ながら友達にどう 頼めばよいか 考えてみま 

しょう。 

百 ねえ，一緒に 運んで。 運ぶの手伝って。 

0 気持ちよく引き 受けてもらうためには ，何が大切ですか。 

葵 理由を言 う 。 何を頼みたいか 言 う 。 結果がどうなるか 青 う 。 

心を伝える。 

0 先生がやってみます。 00 右前にでて頼まれる 役をやってく 

ださい。 

「 今 ，このプランターを 運ばなければならないんだけど ， 体 

百館の裏 まで一緒に運んでくれませんか。 運んでくれたらと 

  っても助かるんだけど。 」 

  ) たくなる。 

0 それでは，実際にいろいろな 場面での頼み 方を考えてみまし 

ょう。 三つの場面を 自分で考えてください。 

0 今度は，四人か 五人でバループをつくり 頼む練習をしてくだ 

さい。 練習なので頼まれたら「いいですよ」と 言ってあ げて 

ください。 あ との二人は，様子をみてアドバイスをしてあ げ 

てください。 あ とで代表でやってもられますので ，決めてい 

て下さい。 

0 それでは， 各 班の代表で「頼み 方」をやってもらいます。 見 

ているあ んなは上手だったところを 発表してもらいます。 

昔 笑顔で言っている。 やさしく頼んでいる。 相手を見て言って 

  いる。 聞こえる声で 言っている。 

0 お願いの仕方をやってみてどんな 感じがしましたか。 

留 意 点、 

0 問題を持たせる。 

見
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夫 頼まれると手伝いたくなった。 うれしくなった。 で 練習する。 

0 実際に引き受けてもらえないこともあ ります。 そんなときは ， 

どうしたらいいでしょうか。 

六目分の頼み 方をも う - 度考える。 他の人に頼む。 自分でやる。 

0 今日のことを 思い出して，自分の 頼み方を確かめてみましょ 0 子どものよい   点を 

  見つけほめる。 

く 考 察 ノ 

自分のことを 理解してもられ ，援助してもらう 場面を設定した。 普段何気なく 手伝ってもらって 

いるのも大切なコミュニケーションの 言葉や態度が 必要なことがわかったようだ。 実際にプランタ 
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昔
 
でよかったです。 

女 おねがいしたときはどきどきしたけどいいよと 言われたときはほっとしました。 

昔 たのまれたときとてもうれしかった。     

第 7 時 く ソーシャルスキルノ 勇フ気 

場 面 教師の指示と 児童の反応・ 行動 留 意 点 

インストラ 0 あ る人から先生のところに 手紙 か 届きました。 このクラスで 

クション はあ りません。 仮に 00 君 としましょう。 手紙を読んでみま 

す 。 

Ox X 君は X X 君から れ やなことを頼まれているよ う です。 し 0 ど う したら強引な 

かし， x x 君はとても強引なので ，断れないでいるよ う です。 相手に断ることか これから X X 君はど う したらよいか 手紙を書いてあ げてく だ で き る のかと問題 

さい。 を 持たせる。 

昔 自分の体験などをもとに 手紙を菩 く 。 

0 書けましたか。 x x 君はとても強引な 人のようです。 自分の 

アドバイスで 本当に大丈夫かたしかめてくたさい。 あ とで 発 

表してもられます。 

モデリンバ 0 では， x x 君に書いた手紙を 発表してくたさい。 0 何人かに読ませ ， 

夫 「 ち やんと断る。 」 要点．をまとめさせ 

「 い やなことは， い やというⅡ る 。 

「大きな声で 言う。 」 

0 みなさんのアドバイスの よ う ｜ よ < ないことを押しっけ ち 

れた時は，はっきりと 断ることか大切です。 しっかりと相手 

0 目を見て，はっきりと「私はそんなことはできない」と 言 

ぅ のです。 

0 実際にやってみます。 0 はっきりと断れる 

  りとことねってくだい。 00 百手伝ってくたさい。 先生か xx 君になります。 しっか子を指名する。 Ox x 若 役の教師は 

Ⅰ J 
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昔 「いやたよ，こんなことしたくないよⅡ 

「自分は，こんなことはやりたくないⅡ 

0 あ りがと う 。 強引な先生にも 負けずになかなか 迫力があ りま 

したね。 はい， 00 君にもどれ ( 役割解除 ) 。 

0 さて，あ んな 00 君の断るのを 見て，どうでしたか。 しっか 

りと断ることができましたかの 

昔ちゃんと言 う ことかできた。 頭の中でまとめることかむずか 

しかった。 

0 実際に断るのは ，むずかしいですね。 断るときには 勇気がい 

ります。 自分の中に勇気をためる 方法を教えます。 それは 自 

百会話と言います。 

0 まず，落ち着くための 自己会話をします。 「落ち着いて」「 リ 

ラック ス して」と自分に 占い聞かせます。 これを心の中で 3 

回 繰り返します。 ここで断るのか 引き受けるのかをしっかり 

考えます。 心が決まりました。 

0 続けて勇気をためる 自己会話です。 「しっかり断れる」「ゆっ 

@ < 言おう」「相手の 目を見て」「大きな 声で言おう」 などか 

あ ります。 自分にはどれか 必要かを決めます。 それでは 目ぃ 

聞かせてくたさい。 先生か強引に 言ってみます。 

「ぼくの代わりに ，健康観察簿を 持っていけ」 

「明日，ゲームソフトを 持ってこい」 

0 どうだったかな。 どの自己会話を 使ったか発表してもらいま 

す 。 

昔 「落ち着いて」「たいじょうぶ」「しっかり 断ろう」 

リハーサル 0 まとめてやってみます。 先生か 00 君の役をします。 たれか 

00 若 役をやってくたさい。 

0 見ている人も ，自己会話をしなから 見ていてくたさい。 

フィートバ 0 練習を見てどんな 感想を持ちましたか。 発表してくたさい。 

、 ソク 昔 きちんと自分の 気持ちを相手に 伝えることか．大切。 

0 断るべき時にしっかりと 断ることか自分を 大切にすることで 

す 。 勇気をたせるように 今日の学習を 思い出してくたさい。 

く 考 察 ノ 

読み物の人物に ，自分を置き 換えてその人の 気持ちに近づくことかできた 

でどのような 対応ができるのか。 ボイ ン ト を確かめねから ，練習することが 

をはっきりと 主張することか 危機管理の第一歩であ る。 

く 授業の感想 ノ 

六口分にできないことは ，人におしっけなし ) 。 が りなことを言われたら ， 落 

梢 干に「できない。 自分でやって」ということをまなんだ。 

昔い やなときは，はっきりと 勇気をためて「いや た 」とか「やめて」と 言 う 

拒否を受け入れる 

結末にする。 

0 子どもの断りが い 

ま一歩の時は ， X 

X 役の教師が食ぃ 

下かり，おし 問答 

をしてから最後に 

あ きらめる。 

0 この自己会話が 一 

人ひとりのスキル 

トレーニンバとな 

る 。 

0 特に力を付けさせ 

たい子かい るグル 

一プを 指名する。 

0 クループ 内 たけで 

はやらせない。 現 

実 と重なると事態 

か 悪くなる。 

0 自己会話を確認す 

る 。 

・もし自分ならその 場 

できた。 自分の気持ち 

ら着いて，はっきりと 

D がわかりました。 私 
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6
 

も 勇気をためて 言います。 

昔 自分も人になりなことをさせないようにしたいです。 これからも気をつけてむりなことをさせた 

りさせられたりしないようにします。 

公開検証授業の 展開 て ，本題材を取り 上けた。 

(1)  第 6 時 題材 名 「あ たたか い 言葉」 (3)  本 時の目 ヰ票 

(2)  題材設定の理由 ① 自分の発する 言葉か，相手にどのような 

1 学期の半ばを 過ぎると，学級の 雰 囲 影響を与えるかに 気っ き， 「 ぼ める」「 励 

気も落ち着き ， 子どもたちの 持ち味もそ ます」「心配する」「感謝する」等のやさ 

れそれ理解されている。 その中から仲の し い 言葉かけを状況に 応、 じて使えるよ う に 

よい友達をみつけグループを 作り遊ぶよ する。 

うになる。 しかし， 思 、 うように仲間づく ② あ たたか い 言葉かけを行 い ，相手の気持 

りができなかったり ，共通の話題に 入る ちをよくして ，よりよい関係を 深めること 

ことかできない 子もでてくるのかこの 時 かできる。 

期 であ る。 (4)  授業の仮説 

言葉をかけたり ，かけられたりするこ ① 言葉かけには ，あ たたか い 言葉かけとっ 

とは社会生活においては 大切なコミュ 二 めたい言葉かけがあ ることを理解すること 

ケーションの 一 つ であ る。 あ たたかい 言 により，相手の 心や状況に応じた 言葉かけ 

葉 とはなにかを 知り，あ たたかい言葉を かできるであ ろ う 

かけられる体験をとおしてその 良さを 認 ② あ たたか い 言葉かけをする・される 体験 

め ，学級集団の 中で人間関係づくりに 生 により，そのよさを 味 ねい，他者との 関係 

かすことができる 要素を含んだ 内容とし を 深めることかてきるであ ろ       

(5)  展開 

場 面 教師の指示・ 発問と子どもの 反応 教師の支援・ 留意点 

インストラ 0 人から言われてうれしくなったり ，いやな気持ちになったり 0 雰囲気作りをする。 

クション するのはどんな 言葉でしょうか。 0 問題を っ かませる。 

昔 やさしい言葉、 ほめる言葉・あ たたか い 言葉はうれしい。 っ 0 あ たたか い 言葉と 

ぬ た い 言葉・ け なす言葉・ばかにする 言葉はいやな 気持ちに つ めた い 言葉に分 

なる。 ける。 

モデリンク 0 あ たたかい言葉は ，相手をぼのたり 相手に感謝したりする 言 0 問題の明確化 

葉 です。 その人の様子中感情語で 言います。 

0 感情語には どんな言葉があ りますか。 

昔 よくできたね・すごいね・あ りがとう・うれしい。 0 は める・励ます   

0 例をみんなで 読んでみましょ       心配する・感謝す 

昔 「 2 5 メートルをクロールで 泳げるんたね。 すごいね。 」 等 かあ る。 

「昨日は，荷物を 持ってくれたね。 あ りがとうⅡ 0 大きな声でゆっく 

0  「いいとこさがしカード」を 使ってあ たたかい言葉を 作って りと読ませる。 

く たさい。 

0 代表して発表してもらいましょう。 0 交代して両方の 役 
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をやってもら つ 0 

0 言われてどんな 気持ちがしまし 

昔 照れくさかった。 いい気分。 

0 言葉をかけるとき 気をつけ ろこ   

とはあ りますか。 

昔 ①相手に近づく。 ②相手をきちんと 見る。 ③聞こえるよ う に 

0 むずかし い 場合は ， 

感情語は「すごい 

ってあ げましょ       0 グループをまわり 

音 「 00 さんは，上手で 個別指導を行 う 。 

すね。 すごいね。 」「 0 0 気をつけ ろ ことを 

00 君は ， 本を読むの 

が 上手ですね。 私も 00 

は ，いつもていねいに 掃除をしています。 たから教室がきれ 

い です。 あ りがと う 。 」「 00 君は，下級生のめんど う をみて 

フィードバ 0 あ たたかい言葉をかけてもらって ，今 どんな気持ちがしてい 0 できるた け 時間を 

、 ソク ますか。 取り，共感する。 

音 うれしい・はすかしい ， て れくされ・気分がはればれ ヒ する。 

0 あ たたかい言葉かけには ，これ以外にも 心配したり，励まし 

たりする言葉があ ります。 

0 これからも今日の 学習を生かして ，あ たたか い 言葉かけので 0 家族や大人にも 操 

きる人になりましょう。 践 できるよ う 促す。 

く 考 察 ノ 

導入部分では ，前回のソーシャルスキルの 感想を使い，教師の 自己開示を行づた。 発表や声を出 

して読むところが 活発に行われた。 グループ活動に 入る前の説明とモデリンバの 工夫が必要であ っ 

た 。 共感の部分をもっと 時間をかけたい。 

く 授業の感想 ノ 

夫 あ んなからほめられることばをいってもらってとってもうれしかったです。 あ りがとうというこ 

とばは，とてもいいことばです。 

夫 グループでいいことを 発表しあ って，いいことをいわれた 時は，とてもうれしかったです。 友這 

のいいところをもっと 見つけたいです。 

昔 あ んなあ たたかい言葉をいってくれた。 あ たたかい言葉を 言われたとき ，とてもうれしかった。 
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W  実践の検証 2  抽出児の変容 

。 "'""4 
意見のすれ違 い 

や ，衝突があ ると 泣 

き 出してしまう 0 千 

安 傾向が強く，孤立 

気味であ る。 アンケ                           

一ト Q 一 U の個別の 

学校意欲プロフィー   学習意欲，       
      ・草鞍 ぬ 舞鼠 笘   

1  学級全体の変容 

く 2 回目アンケート Q 一 U( 数冊 式 図書文化 ) 

集計表診断コメントノ 

非承認 群 に属する児童が 多い。 非承認 群 に属する 

児童の多い集団では ，児童間のトラブルは 少ない 

ものの，子どもたちが 自分の気持ちを 表現できな 

かったり，学級全体で 協力して一つのことをやり 

遂げようとする 意欲が弱かったりする 傾向があ ら 

れることがあ る。 「エンカウンター」を 実施する 

場合には，楽しい 雰囲気の中で 自分の個性や 自己 

を表現でき，友達関係を 深められるような エ クサ 

サイズを採り 上げていくとよいたろう。 また，個 

別の児童に着目してみると ，要支援 群 に属し学級 

内で孤立し友人からのサポートも 得られていない 

と 感じている児童 や ，侵害得点が 高くけじめや 悪 

ふざけを受けていると 強く感じている 児童がい 

る。 これらの児童に 対する積極的な 働きかけが望 

まれる。 

また，学校生活意欲尺度の 結果を見ると ，「で 

きなかったことができるとうれしい」「もっと 勉 

強ができるように 努力している 0 」など学習意欲 

で 望ましい感情をもっている 児童が多いようであ 

る。 (2 回目 7 月 1 3 日実施 ) 

1 回目のアンケート Q 一 U 集計表と比べてみる 

と ，非承認 群は 2 6% と半分に減っている。 学級 

生活満足 群は 4 4% とわずかに増えている。 侵害 

行為認知 群 1 1% と学級生活不満足 群 1 9%0 は ， 

増えている。 全体としてみると ，分布にばらつき 

がみられる。 まだ，前回と 同様，学級のまとまり 

や自分の気持ちを 素直に表現する 意欲が弱い傾向 

がみられる。 さらに，個人をみてみると 友達の サ 

ポートが得られない 孤立感やいじめや 悪ふざけを 

受けていると 感じている子がいろ。 

これらのことを 合わせて考察すると ，これから 

も 引き続き学級の 雰囲気づくり・よ い 人間関係づ 

くりに 構成的グループ ェ ンカウンターやソーシ 

ャルスキルを 楽しい雰囲気を づ くりながら実施し 

たいと考える。 

ル をみると，学習意欲はあ るが，友達関係と 学級の 

雰囲気に不安を 感じていることがわかる。 構成的グ 

ループ ェ ンカウンターやソーシャルスキルを 実施し 

たときは人との 関わりに，不安を 持っているようだ 

った。 たんだん慣れてくると 楽しく授業に 参加して 

いた。 

7 回の授業後の Q 一 U の結果をみると ，「友達関 

係」と「学級の 雰囲気」がⅠポイントずつ 上がって 

いる。 回 
いつも一人で 過ご 

すことが多く ， 休み   
時間も読書などをし 

て 過ごしている。 個 

人の学校意欲プロフ 

ィ 一ルでは，友達関 

係 ・学習意欲・ 学級 

の 雰囲気いずれもポイントが 低い。 7 回の授業後に 

は，まとめの 感想として構成的バループ エ ンカウン 

ターもソーシャルスキルも「とても 楽しかった」と 

書いていた。 人 との関わり方を 身につけることによ 

り，生活意欲を 高められるようにしたい。 

2 回目の Q 一 U の結果をみると ，友達関係・ 学級 

の 雰囲気が 2 ポイント下がっており ，学習意欲がⅠ 

ポイント上がっている。 一対一の面談も 含めながら   

観察を続けたし ) 。 

W  研究の成果と 課題 

Ⅰ 研究の成果 

7 回の検証授業に 取り組んた。 授業の中で ，あ 

るいは授業後の 子どもの感想を 読むと，あ らためて 

-  19 - / ク 



日常の生活の 中でなにげなく 交 ねす，あ いさつや言 

葉・ふれあ いなどの大切さかわか ろ 。 よりよい人間 

関係を育んでいくには ，構成的グループ ェ ンカウン 

タ 一やソーシャルスキルを 学級活動の中で 実践する 

ことか有効であ ることかわかった。 

0  仮説 1 ほ ついて 

アンケート Q 一 U を実施し，教師の 客観的な 

観察と合わせて 活用することにより ，学級の全 

体的な雰囲気や ，個別の心の 状態を把握するこ 

とかできた。 この資料を，学級経営の 中に生か 

すことかできた。 

0  仮説 2 について 

ソーシャルスキルや 構成的グループ ェ ンカウ 

ンターを学級活動の 中で展開することにより ， 

子どもたちは 自分の生活を 見直し ， 他の人とよ 

りよく関わっていこうとする 意欲かでてきた。 

2  今後の課題 

(1)  学級活動年間計画へのソーシャルスキ 

ル・構成的クループ ェ ンカウンタ一の 位 

置 づけ。 

(2)  個に応じた対応のあ り方。 

(3)  よりよい人間関係づくりを 学級の中で 

定着させ，学校生活や 家庭生活の中で 実 

践させた い 。 

くおわりに ノ 

本研究を終わるにあ たり，研修の 機会を与えてい 

たたいた浦添市教育委員会，浦添市立教育研究所， 

新城 英将 所長に深く感謝の 意を表します。 また，研 

究の進め方・ 発表の性 ガ などをご指導いただいた 新 

川純子研究係長・ 与 古田忠信指導主事に 対して深謝 

の 意を表します。 さらに，授業の 指導助言・講評を 

いただいた沖縄キリスト 教短期大学 渡 失地 政順 教授 

  那覇工業高等学校仲村将 義 教諭に深く感謝の 意を 

表します。 

最後に，あ たたかく見守ってく た さった 神森 小学 

校・比嘉信勝校長を 始め先生方に 厚くお礼を申し 上 

げます。 

く 主な引用文献・ 参考文献 ノ 

「小学校における 教育相談の進め 方」 
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「ソーシャルスキル 教育で子どもが 変わる」 

國 分康孝 平成 1 1 年 

「教師の育てるカウンセリンバ」 

國 分康孝・中野良 額 平成 1 2 年 
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